
（令和３年度）自 己 評 価 表  
                                                                                     愛媛県立宇和島東高等学校（定時制） 
 
                                                                                         学校番号    ４０ 

教育方針  
人格の完成を目指して、敬愛・自律・進取の精神

を培い、21世紀をたくましく生きぬく心身ともに健
康な生徒の育成に努めます。 

重点目標  自らを信じ 自らを鍛え 夢の実現を 

 

※評価は５段階（Ａ:十分成果があった Ｂ:かなり成果があった Ｃ:一応の成果があった Ｄ:あまり成果がなかった Ｅ:成果がなかった） 

領域 評価項目 具体的目標 評価 目標の達成状況 次年度の改善方策 

自 
己 
実 
現 

わかる授業･考える力が身に 
付く授業の実践 

生徒の授業満足度100％ 
Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 

 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 

Ｂ  授 業 満 足 度 の ア ン ケ ー ト
結 果 は 、96％（ ５ 点 満 点 中
4.8） で あ っ た 。  
 
 

生 徒 の 自 己 実 現 が か な う
履 修 選 択 が で き る よ う 、時
間 割 編 成 等 を 精 査 す る と
と も に 、授 業 参 観 や 各 種 研
修 を 通 し て 、教 員 の 資 質 向
上 を 図 る 。  

教員の研修参加５回以上・授業参
観・研究授業参加５回以上 
 

Ｂ  研 修 に つ い て は 、80％ の 教
員 が ５ 回 以 上 参 加 し た 。  
授 業 参 観・研 究 授 業 に つ い
て は 、ほ ぼ 全 て の 教 員 が ５
回 以 上 参 加 し た 。  
 

積 極 的 に 各 研 修 に 参 加 し 、
教 員 の 資 質・能 力 の 向 上 に
努 め る 。相 互 授 業 参 観 週 間
の 実 施 時 期 や 回 数 を 精 査
し 、授 業 に 関 す る 教 員 間 の
交 流 の 機 会 が 増 え る よ う
に 工 夫 を す る 。  

学習習慣の確立 

各教科小テスト月１回以上 
 

Ｂ  各 教 科 で 小 テ ス ト に 取 り
組 ん で い る が 、回 数 に つ い
て は 教 科 間 で 差 が あ る も
の の 、月 に 複 数 回 実 施 し て
い る 教 科 も あ っ た 。  
 

学 習 意 欲 向 上 つ な が る よ
う な 小 テ ス ト を 計 画 的 に
実 施 す る と と も に 、生 徒 の
学 習 習 慣 の 確 立 に 向 け て 、
今 後 も 粘 り 強 く 取 り 組 む 。 

希望進路の実現  

進路指導講話４回以上 
 

Ｂ  年 度 内 に 、進 路 セ ミ ナ ー ２
回 と 講 話 ２ 回 の 合 計 ４ 回
を 実 施 す る 見 込 み で あ る 。 
 

進 路 セ ミ ナ ー に お い て は 、
生 徒 の 進 路 意 識 向 上 に 向
け た 内 容 の 充 実 を 図 る 。  

就職内定（正規採用）率及び進学
決定率100％ 

Ａ：100％  Ｂ：99～85％ 
 Ｃ：84～70％ Ｄ：69～55％ 
 Ｅ：55％未満 
 

＿  １ 月 末 ま で の 集 計 で 、進 学
希 望 者 ２ 名 合 格 、就 職 希 望
者 １ 名 合 格 で あ っ た 。進 学
希 望 者 １ 名 、就 職 希 望 者 ２
名 は 今 後 受 験 予 定 で あ る 。 

全 員 が 第 一 希 望 に 合 格 で
き る よ う 、次 年 度 も 早 め の
指 導 を 実 施 し 、進 路 意 識 の
向 上 を 図 る 。  



※評価は５段階（Ａ:十分成果があった Ｂ:かなり成果があった Ｃ:一応の成果があった Ｄ:あまり成果がなかった Ｅ:成果がなかった） 

領域 評価項目 具体的目標 評価 目標の達成状況 次年度の改善方策 

心 
身 
健 
康 
で 
豊 
か 
な 
心 

基本的生活習慣の定着 

挨拶の励行と式典での正装率100％
Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 

 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 
 
 

Ｂ  ほ と ん ど の 生 徒 が 自 発 的
に 爽 や か な 挨 拶 が で き る
よ う に な っ た 。式 典 に お け
る 正 装 率 は 100％ で あ る 。  

正 装 に つ い て は 、引 き 続 き
清 潔 感 の あ る 着 こ な し も
含 め 、 指 導 の 徹 底 を 図 る 。
挨 拶 に つ い て は 、教 員 か ら
積 極 的 な 挨 拶 や 声 掛 け を
行 い 、コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を 大 切 に す る 。  
 

年度末出席率90％以上 
Ａ：90％以上 Ｂ：89～80％ 
Ｃ：79～70％ Ｄ：69～60％ 
Ｅ：60％未満 

 

Ａ  
 

１ 月 末 ま で の 集 計 結 果 は 、
90.4％ で あ っ た 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染
症 に よ る 臨 時 休 業 等 の 影
響 が 大 き く 、個 別 支 援 に よ
り 一 層 力 を 入 れ る 。  

自分を大切にし、他人のこと
を考えて行動できる生徒の
育成 

人権侵害・いじめ防止のための取
組20回以上 

Ａ：20回以上 Ｂ：19～17回 
 Ｃ：16～14回 Ｄ：13～11回 
 Ｅ：10回以下 

Ａ  
 

ホ ー ム ル ー ム 活 動 で の 取
組 や 学 校 生 活 の ア ン ケ ー
ト 調 査 、 全 校 面 談 な ど 24
回 実 施 し た 。  

い じ め の 積 極 的 な 認 知 に
努 め る と と も に 、い じ め の
未 然 防 止 に 向 け た 取 組 を
充 実 さ せ 、よ り よ い 指 導 の
在 り 方 に つ い て 検 討 す る 。 
 

ボランティア活動２回以上参加
100％ 

Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 
 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 
 

Ｄ  １ 月 末 ま で の 集 計 結 果 は 、
８ 回 の 活 動 の う ち 、２ 回 以
上 参 加 し た 生 徒 は 72％ 、１
回 以 上 参 加 し た 生 徒 は 90
％ で あ っ た 。  

清 掃 活 動 だ け で な く 、レ モ
ン の 収 穫 や 学 校 行 事 の 準
備 な ど 、生 徒 が 参 加 し た い
と 感 じ る 活 動 を 積 極 的 に
取 り 入 れ る 。  

一人一人の尊重及び悩み・ト
ラブルの解消 

正担任面接５回以上、副担任面接
２回以上 
 

Ａ  
 

正 担 任 面 接 ５ 回 以 上 は 100
％ で あ っ た 。ま た 、副 担 任
面 接 ２ 回 以 上 も 100％ で あ
っ た 。  
 

正 担 任 と 副 担 任 の 連 携 を
密 に し 、生 徒 が 悩 み を 相 談
し や す く な る よ う 、そ れ ぞ
れ の 持 ち 味 を 生 か し て 面
接 の 充 実 を 図 る 。  
 

コミュニケーション能力・表
現力の向上 

生徒生活体験発表の指導の充実
・県大会入賞（４位以内） 
 

Ｂ  生 徒 そ れ ぞ れ に 発 表 原 稿
を 作 成 し 、精 一 杯 取 り 組 ん
だ 。ま た 、南 予 大 会 に ３ 名
が 出 場 し 、立 派 に 発 表 を 行
っ た 。内 １ 名 が 優 秀 賞 を 受
賞 し た 。  

生 徒 生 活 体 験 作 文 を 作 成 、
発 表 す る 意 義 な ど に つ い
て 生 徒 に 丁 寧 に 指 導 し 、よ
り 前 向 き に 取 り 組 ま せ る 。 



 

※評価は５段階（Ａ:十分成果があった Ｂ:かなり成果があった Ｃ:一応の成果があった Ｄ:あまり成果がなかった Ｅ:成果がなかった） 
 

領域 評価項目 具体的目標 評価 目標の達成状況 次年度の改善方策 

魅 
力 
あ 
る 
特 
別 
活 
動 

生徒主体の学校行事 

学校行事満足度100％ 
Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 

 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 

Ｂ  「 大 変 満 足 」「 満 足 」「 概
ね 満 足 」 を 合 わ せ る と 99
％ で あ っ た 。  
 

生 徒 会 を 中 心 に 、事 前 に 希
望 調 査 等 を 実 施 す る な ど 、
全 て の 生 徒 の 声 を 積 極 的
に 反 映 で き る 行 事 を 工 夫
す る 。  
 

部活動の充実 

県定通総体参加率90％以上 
Ａ：90％以上 Ｂ：89～80％ 

 Ｃ：79～70％ Ｄ：69～60％ 
 Ｅ：60％未満 
 

Ｂ  
 

大 会 参 加 承 諾 書 に よ り 、承
諾 が 得 ら れ た 生 徒 の 参 加
率 は 100％ で あ っ た 。 残 留
生 徒 を 含 め た 参 加 率 は 80
％ で あ っ た 。  
 
 

体 育 の 授 業 で 種 目 の 楽 し
さ を 体 感 さ せ 、自 発 的 に 選
手 と し て 参 加 す る よ う 促
し 、参 加 率 90％ 以 上 を 目 指
し て 指 導 を 行 う 。  

部活動重点活動日における生徒
参加率60％以上 

Ａ：60％以上 Ｂ：59～55％ 
 Ｃ：54～50％ Ｄ：49～45％ 
 Ｅ：45％未満 
 
 

Ｅ  １ 月 末 ま で の 集 計 結 果 は 、
40％ で あ っ た 。個 別 の 参 加
率 で は 、 100％ を 超 え た 生
徒 が ３ 名 い た 。  

各 部 顧 問 と 連 携 を 強 化 し 、
積 極 的 に 参 加 で き る 雰 囲
気 作 り を 図 る 。選 手 と し て
だ け で は な く 、マ ネ ー ジ ャ
ー 的 立 場 で の 参 加 な ど 柔
軟 な 運 営 を 図 る 。  

業

務

改

善 

適切な勤務時間 

１か月の時間外勤務時間の合計
30時間以内100％ 

Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 
 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 
 
 

Ｃ  １ 月 末 ま で の 集 計 結 果 は 、
87.0％ で あ っ た 。定 時 制 の
業 務 に 係 る 勤 務 時 間 は 適
正 で あ り 、概 ね 平 準 化 で き
て い る 。  

職 員 間 の 連 携 を 図 り つ つ 、
勤 務 時 間 を 意 識 し た 働 き
方 を 浸 透 さ せ 、更 な る 業 務
の 適 正 化 と 効 率 化 を 図 る 。 

ワーク・ライフ・バランスの
適正化 

ワーク・ライフ・バランスが取れ
ていると感じる教職員の割合100
％ 

Ａ：100％  Ｂ：99～90％ 
 Ｃ：89～80％ Ｄ：79～70％ 
 Ｅ：70％未満 
 

Ｃ  調 査 結 果 は 、「 十 分 取 れ て
い る 」「 取 れ て い る 」 を 合
わ せ て 80％ で あ っ た 。  

風 通 し の 良 い 職 場 作 り に
努 め 、心 身 の 健 康 は も と よ
り 、仕 事 も 家 庭 生 活 も 充 実
さ せ る こ と が で き る よ う 、
引 き 続 き 、適 正 な 休 暇 取 得
を 推 進 す る 。  


